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魅力ある学校・学級づくり  

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 いじめ等の問題行動を許さない学校づくり  
 

未然防止 Ⅲ 

１ 不登校を生じさせない学校・学級づくり 

学校が児童生徒にとって楽しく、安心して通うことができる居場所であるためには、いじめ

や暴力行為、教職員による体罰や暴言等、不適切な言動や指導などを許さない毅然とした態

度で適切な対応が行えるよう、校長のリーダーシップのもと、学校全体で組織的に取組を推

進します。 

また、教育機会確保法の基本方針では、「教職員による体罰や暴言等、不適切な言動や指導

は許されず、こうしたことが不登校の原因となっている場合は、懲戒処分を含めた厳正な対

応が必要である。」とされており、決して許される行為ではありません。 

✓全ての児童生徒が、「学校は楽しい」と感じられるような魅力ある学校・学級づく

りを進めましょう。 

✓大切なことは、児童生徒が「自分という存在が大事にされている」「学校が心の

居場所になっている」「学校が自分にとって意味のある大切な場所になってい

る」と実感できる学校・学級づくりをすることです。 

新たな不登校を生まないためには、どのような取組を進めるとよいですか？ 

全ての児童生徒にとって、学校・学級が安全・安心な居場所にするためには、教職員が、児

童生徒の個性の発見、よさや可能性の伸長、社会的資質・能力の発達を支えるよう、教育活動

全体を通じて、声かけ、励まし、賞賛などの自己存在感や自己肯定感、充実感を高める働きか

けを行います。 

また、全ての児童生徒が自分のよさを発揮しながら活躍することにより、互いのよさを認

め合ったり、自己有用感を感じたりすることができる場や機会を意図的・計画的に提供するた

めには、「魅力ある学校・学級づくり」に係る取組を教科等横断的な視点で教育課程に位置付

けるなどして、組織的に取組を推進します。 

さらに、「こども理解支援ツール『ほっと』」を活用し把握した児童生徒のコミュニケーション

スキルを踏まえて、児童生徒がよりよい人間関係を築く力の向上に向けた効果的な取組を推

進することも考えられます。 

※国立教育政策研究所「生徒指導リーフ leaf.18」（平成 27年３月） 
※「子ども理解支援ツール『ほっと』」（道教委Ｗｅｂページ） 
※不登校に関する調査研究協力者会議報告書～今後の不登校児童生徒への学習機会と支援の在り方について（令和４年６月） 

https://www.nier.go.jp/shido/leaf/leaf18.pdf
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/hot.html
https://www.mext.go.jp/content/20220610-mxt_jidou02-000023324-03.pdf
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２ 誰にとっても分かりやすい授業づくり 

✓新しいことをするわけではありません。 

✓大切なことは、生徒指導の実践上の視点を生かしながら、学習指導要領の趣旨

の実現に向け、全ての児童生徒にとって分かりやすく、児童生徒が自らの可能性

を発揮したり、互いのよさを認め合ったりしながら、資質・能力を確実に身に付

けることができる授業づくりを進めることです。 

「個別最適な学びと協働的な学び」、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた 

授業改善に加えて、さらに新しいことをする必要があるのですか？ 

✓学習指導及び生徒指導の目的を達成し、生徒指導上の諸課題を生まないために

も、教育課程における生徒指導の働きかけは欠かせません。 

✓大切なことは、教育課程の編成、実施において、学習指導と生徒指導を相互に関

連付けながら一体的に充実を図り、学校の教育目標を実現させることです。 

 生徒指導の実践上の視点を生かした授業づくり  

(1) 自己存在感の感受を促進する授業づくり 

授業において、児童生徒が「自分も一人の人間として大切にされている」と感じ、自己肯

定感や自己有用感を育む工夫が求められます。 

(２) 共感的な人間関係を育成する授業 

授業において、互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進していく

ことが大切です。例えば、発表などにおいて、失敗を恐れない、間違いやできないことが笑

われない、むしろ、なぜそう思ったのかという児童生徒の考えについて児童生徒同士がお

互いに関心を抱き合う授業づくりが求められます。 

(3) 自己決定の場を提供する授業づくり 

教員は、児童生徒間の対話や議論の機会を設ける、児童生徒が協力して調べ学習をする

などの取組を積極的に進めるとともに、児童生徒の学びを促進するファシリテーターとし

ての役割を果たすことも重要です。 

(4) 安全・安心な「居場所づくり」に配慮した授業 

授業において、児童生徒の個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮す

ることも不可欠です。 
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○ 本プログラムは、児童生徒が、つらいとき

や苦しいときに、「誰にどのように助けを求

めるとよいか」について、具体的かつ実践的

な方法をロールプレイなどの体験的な活動

を通して学ぶことができます。 

 

○ また、本プログラムには、指導案やワーク

シートのほか、実践事例等を掲載しておりま

すので、各学校の実態に合わせて御活用くだ

さい。 

 

○ さらに、「SOS の出し方に関する教育」等

を実施するに当たっては、教職員が、本教育

活動の意義や効果、他教科等との関連等に

ついて理解を深めるため、左記の資料等を

活用するなどして教職員研修等を充実させ

てください。 

３ ＳＯＳの出し方に関する教育の充実 

✓「SOSの出し方に関する教育（援助希求的態度の育成）」を実施しましょう。 

✓大切なことは、「SOS の出し方に関する教育」を教育課程に位置付けるととも

に、カリキュラム・マネジメントを充実させ、各教科等や学校行事等と関連付ける

ことにより、教育活動全体を通して、組織的・計画的に取組を進めることです。 

児童生徒が不安や悩みを一人で抱え込まないようにするには、

どのような教育活動が有効なのですか？ 

※自殺予防教育プログラム（道教委Webページ） 

✓本プログラムを実施する際には、「価値の押し付けを避ける」、「協働的な学びを重視する」こ

とに留意してください。 

✓大切なことは、教職員と児童生徒、児童生徒同士が学び合うことにより、自分とは異なる思い

や考え方に触れ、多様性を認め合い、仲間との絆を深めるとともに、児童生徒のコミュニケー

ション能力や望ましい人間関係を構築する能力を高めることです。 

※SOSの出し方に関する教育を始めましょう！（令和２年１０月） 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/jisatuyoboukyouiku.html
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/8/3/1/4/9/2/8/_/06-2%20SOS%E3%81%AE%E5%87%BA%E3%81%97%E6%96%B9.pdf
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○ 教職員研修などの機会に、上記の資料を活用し、複数

の教職員がチェックしなかった項目について協議する

など、全教職員の共通理解のもと、児童生徒のＳＯＳを

受け止められる力の向上を図りましょう。 
 

〇 児童生徒が学校や先生に直接伝えにくいことを伝え

る手段として、「おなやみポスト」がありますので、児童

生徒がいつでも相談できるよう周知しましょう。 

※子どもの SOSに気付くために（令和２年９月）

※おなやみポスト

※

✓児童生徒の実態に合わせて、上記の資料等の要素を取り入れた授業を行ったり、教職員研修

を行ったりするなどして、「SOSの出し方に関する教育」の充実を図りましょう。 

✓大切なことは、「SOS の出し方に関する教育」を通して、どんな子どもを育てたいのかという

目標を学校全体で共有し、評価・改善しながら、質の向上を図ることです。 

✓教職員が、児童生徒が発するSOSを受け止め、適切な指導・援助ができるよう、

児童生徒の状況を多面的に把握するための研修の実施や、児童生徒の心と身体

の変化等を可視化するツールを有効に活用しましょう。 

✓大切なことは、これらの取組を通して、教職員の教育相談に携わるための力量の

向上を図ることです。 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/8/3/1/4/9/2/9/_/06-3%20%E7%9B%B8%E8%AB%87%E4%BD%93%E5%88%B6%E3%81%AE%E7%A2%BA%E8%AA%8D%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88.pdf
https://www2.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/kodomo-sos/
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/fs/8/3/1/4/9/3/0/_/040526_sosuketome.pdf
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〇 文部科学省が取りまとめた学校の風土等を把握するためのツールや導入に当たっての

効果、実践事例等を参考にしながら、各学校の実態に応じて活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【利用者の声】 

・これまで抽象的な表現をするしかなかった取組を数値化でき、具体的な目標として提示す

ることができるようになった。 

・学校生活以外の悩みが分かり、早期対応につながった。 

４ 学校の風土の「見える化」 

児童生徒一人一人にとって、学校が安心して学べる環境である

ことを確かめるには、どんな方法があるのですか？ 

※学校風土の把握ツール（文部科学省） 

✓学校評価の仕組みを活用したり、学校の風土等を把握するためのツール等を活

用したりすることが考えられます。 

✓大切なことは、安心して学べる学校づくりに向け、児童生徒の授業への満足度や

教職員への信頼感、学校生活への安心感等の学校の風土や雰囲気を客観的に把

握し、関係者が共通認識をもって学校運営を改善することです。 

https://www.mext.go.jp/content/20230801-mxt_jidou02-000028870_8.pdf

